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オ
イ
ス
カ
愛
知
県
支
部 

幹
事
会
の
開
催 

 
 

去
る
５
月
８
日
（
土
）、
オ
イ
ス
カ
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
愛

知
県
支
部
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
、
今
年
度
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
は
８
月
７
日
に
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
豊
田
本
店
「
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
」
に
て
オ
イ
ス
カ
支
援
連
携
サ
ミ
ッ
ト
（
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
オ
イ
ス
カ
の
主
催
で
あ

り
ま
し
て
、
愛
知
県
支
部
光
岡
会
長
の
ご
提
案
に
よ
り
実
現
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

村
松 

明
（
筆
） 

 

 

コ
ラ
ム 

会
員
・
支
援
者
の
皆
様
、
日
頃
は
オ
イ
ス
カ
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
が
未
だ
収
ま

ら
な
い
状
況
の
中
、
早
い
梅
雨
の
時
期
が
到
来
し
ま
し
た
が
、
体

調
に
は
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
お
元
気
で
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
４
月
・
５
月
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
セ
ン
タ
ー
食
堂
責

任
者
の
陶
山
慶
子
さ
ん
（
享
年
８
５
歳
）
が
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。
家
政
研
修
生
の
指
導
を
し
つ
つ
、
オ
イ
ス
カ
の
お
母
さ

ん
と
し
て
厨
房
に
立
ち
続
け
て
き
た
人
生
。
慶
子
さ
ん
は
高
校
卒

業
し
て
か
ら
今
日
ま
で
人
生
の
す
べ
て
を
オ
イ
ス
カ
奉
仕
者
と

し
て
捧
げ
た
方
で
し
た
。
仕
事
で
遅
れ
て
食
堂
へ
行
っ
て
も
、
い

つ
も
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
味
噌
汁
を
温
め
直
し
て
く
だ
さ

っ
た
り
、
自
分
の
家
に
い
る
か
の
よ
う
な
、
安
心
で
き
る
温
か
い

雰
囲
気
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
慶
子
さ
ん
の
「
公
に
尽
く

し
た
」
人
生
。
し
っ
か
り
継
承
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
酒
向
淳
治
先
生
が
中
部
セ
ン
タ
ー
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
年
に
な
り
ま
し
た
。
酒
向
先
生
は
三
吉
小

学
校
（
み
よ
し
市
）
校
長
時
代
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
豊
田
市
立

飯
野
小
学
校
校
長
を
最
後
に
、
オ
イ
ス
カ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

開
始
。
以
来
、
毎
日
研
修
生
と
一
緒
に
農
場
に
通
い
、
研
修
生
の

お
父
さ
ん
と
し
て
苦
楽
を
共
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
淳
治
先

生
も
奥
様
で
あ
る
貞
子
先
生
同
様
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア

な
ど
オ
イ
ス
カ
の
現
場
に
は
幾
度
と
な
く
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

り
、
オ
イ
ス
カ
事
情
に
は
精
通
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う

と
、
淡
々
と
、
コ
ツ
コ
ツ
と
オ
イ
ス
カ
農
場
運
営
を
支
え
て
い
た

だ
い
た
２
０
年
。
感
謝
の
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。 

先
日
、
愛
東
運
輸
（
本
社
・
刈
谷
市
）
の
村
山
明
子
会
長
か
ら

創
業
５
０
周
年
記
念
誌
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
面
白
く
読
ん

だ
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
致
知
出
版
社
の
藤
尾
秀
昭
社
長
の
祝
文

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
会
社
は
創
業
１
０
年
で
８
割
が
倒

産
、
残
る
の
は
２
割
で
す
。
２
０
年
で
残
る
の
は
１
０
％
、
３
０

年
で
５
％
、
５
０
年
続
く
会
社
は
１
％
」 

今
年
は
、
オ
イ
ス
カ
創
立
６
０
周
年
。
会
社
で
は
な
い
で
す
が
、

１
％
に
入
り
ま
し
た
。
課
題
山
積
の
オ
イ
ス
カ
で
す
が
、
そ
れ
で

も
こ
こ
ま
で
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
進
ん
で
こ
れ
た
の
は
、
亡

く
な
っ
た
慶
子
さ
ん
の
よ
う
な
献
身
者
や
、
酒
向
淳
治
先
生
を
は

じ
め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
陰
の
支
え
、
そ
し
て
会
員
の
皆
様

の
協
力
・
支
援
に
よ
る
も
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。 小

杉
裕
一
郎 

 

 

 



 

 

                             

                             

                             

                             

グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス
ロ
ッ
ツ
バ
ラ
カ
フ
ェ
開
催 

 
５
月
１
４
日
～
１
６
日
の
３
日
間
、NP

O

法
人
グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス
ロ
ッ
ツ
主
催
の「Y

A
SA

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ロ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
と
違
い
コ
ロ
ナ
禍
で
の

開
催
だ
っ
た
た
め
飲
食
の
提
供
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
と
バ
ザ
ー
に
力
を

入
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
は
全
体
的
に
花
の
開
花
が
早
く
、
ロ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
前
に
バ
ラ
が
散
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
ど
の
バ
ラ
も
き
れ
い
に
咲
い
て
い
て
、
偶
然
近

く
を
通
っ
た
方
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

名
取
市
海
岸
林
再
生
の
会
の
鈴
木
英
二
会
長
か
ら
同
法
人
の
光
岡
会
長
宅
へ
送
ら
れ
た
東

日
本
大
震
災
の
津
波
に
勝
っ
た
奇
跡
の
バ
ラ
「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ア
イ
ス
幸
子
」
も
無
事
に
元

気
に
な
り
、
立
派
な
２
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
！ 

３
日
間
の
収
益
金
は
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
砂
漠
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

奥
山 
と
き
は
（
筆
） 

 

 

 

オイスカ友の会農業交流会 
 

 

    

 

 

 

最後に友の会を代表して佐藤会長より、センターの活動

支援金をご寄付頂きました。    

ありがとうございました。 

筑田 明生（筆） 

豊田市鴛鴨町の方々を中心にオイスカ活動

を長年ご支援下さっているオイスカ友の会

から１３名の会員様が農業交流（桃の袋掛け

ボランティア）に来て下さいました。 

悪天候のため延期されましたが、当日は梅雨

の晴れ間に当たり気持ち良く作業が出来ま

した。コロナ禍のため、残念ながらセンター

にお越し頂き交流する事は出来ませんでし

たが、２５本の木に約３，０００個の袋を掛

けて頂きました。 

 

 



 

 

                             

                             

                             

                          
 

   

 

 

 

       

         

   

          

 

 ５ 月 研 修 生 の 活 動 筑 田 明 生 （ 筆 ） 

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
レ
さ
ん
。
グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス

ロ
ッ
ツ
主
催
の
ロ
ー
ズ
カ
フ
ェ
に
お
菓
子
を
焼
い
て

出
品
し
ま
し
た
。 

 

伊 勢 研 修 
 ５月１０日(月)、センタースタッフ、岐阜県支部の大橋さん夫妻、四国センターの安部副所長、豊田推協の梅村

幹事長他関係者など約２０名で伊勢神宮に研修へ行きました。 

 研修の目的としては、日本文化の理解と指導員としての資質向上であり、公益財団法人修養団の寺岡賢氏にご同

行していただきながら外宮と内宮の参拝をしました。 

 公益財団法人修養団(ＳＹＤ)は１９０６年 

(明治３９年)に東京師範学校の学生たちによ 

って設立された社会教育団体で世界の福祉 

と平和、青少年の健全育成など様々な活動 

を行っています。 

 今回訪問しました伊勢神宮は、日本人の 

信仰の中心に位置し、日本の起源から国家 

の安寧、日本人の祖先、命や魂などについ 

て深く知るための研修となりました。また 

、特別に御垣内参拝もすることができ、参 

加者それぞれに感じた様々な印象や多くの 

学びを得る貴重な機会となりました。 

 今回が初めての試みでしたが、年に一度 

はこのような研修を継続していきたいと思 

いました。ご同行してくださいました修養 

団の寺岡先生本当にありがとうございました。 

          安東 幸太郎（筆） 

サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
付
け
。 

フ
ィ
ジ
ー
の
ラ
イ
さ
ん
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
管
理

を
し
て
い
ま
す
。
彼
以
外
は
農
業
研
修
生
が
居

な
い
の
で
作
業
の
負
担
は
大
き
い
の
で
す
が
、

す
べ
て
の
工
程
を
し
っ
か
り
経
験
出
来
ま
す
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寄
付
品 

加
藤
み
つ
子(

豊
田
市) 

深
津
由
子(

豊
田
市) 

オ
イ
ス
カ
岐
阜
県
支
部(

岐
阜
市) 

寺
下
町
区
長(

豊
田
市) 

明
保
澄
雄(

岡
崎
市) 

矢
作
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

鈴
木
康
予(

豊
田
市) 

佐
藤
美
智
代(

豊
田
市) 

松
石
裕
就(

名
古
屋
市) 

 

 

新
入
会
（
個
人
） 

大
嶋
勲
夫(
兵
庫
県
神
戸
市) 

T
iam

 
L
in

a 
R

ey
es(

豊
田
市) 

岩
井
真
里(

名
古
屋
市) 

井
端
浩
二(

岐
阜
県
飛
騨
市) 

武
元
洋
介(

知
立
市) 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

大
野
明
美(

東
海
市) 

有
限
会
社 

都
築
仏
壇
店(

額
田
郡
幸
田
町) 

 

更
新
会
員
名
簿 

立
憲
民
主
党
愛
知
県
参
議
院
選
挙
区
第
２

総
支
部
、
株
式
会
社 

ダ
イ
デ
ン
、
日
本
福

祉
大
学
、
株
式
会
社 

マ
ル
タ
ケ
、
愛
知
製

鋼 

株
式
会
社
、
池
田
建
築 

株
式
会
社
、

豊
島 

株
式
会
社
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
、

ホ
ン
ダ
ロ
ジ
コ
ム 

株
式
会
社
、
マ
ウ
ン
ト

ラ
ッ
ク 

株
式
会
社 

名
古
屋
南
（
５
／
１
４
）
中
里
高
之
、R

oy
al 

A
B
S
 C

om
p
an

y
 L

im
ited

 Jap
an

、
槇
田
芳

久
、
後
藤
公
平
、
株
式
会
社 

ダ
イ
ム
ラ
ッ
ク 

日
進
長
久
手
東
郷
（
０
／
５
） 

丹
羽
（
１
８
／
５
７
）
株
式
会
社 

尾
北
、
宮

岡
克
年
、
株
式
会
社 m

aru
ich

i

、
株
式
会
社 

扶
桑
守
口
食
品
、
タ
イ
シ
ン 

株
式
会
社
、
一

般
財
団
法
人 

タ
イ
ム
技
研
社
会
貢
献
委
員

会
、
長
尾
彰
人
、
東
洋
金
属 

株
式
会
社
、
社

会
保
険
労
務
士
法
人 M

A
SE

、
三
輪
宮
子
、

近
藤
建
設 

株
式
会
社
、
宮
地
信
男
、
宮
本
英

行
、
株
式
会
社 

村
金
、
学
校
法
人 

む
つ
み

学
園 

扶
桑
幼
稚
園
、
樋
江
井 

誠
、
伊
神
幸

泰
、
水
野
友
之 

西
尾
（
１
／
３
９
）
村
松 

明 

半
田
（
１
／
２
３
）
手
島
ガ
ス
住
設 

株
式
会

社 セ
ン
タ
ー
（
５
／
４
４
）
浅
野
奈
々
穂
、
清

水
泰
弘
、
室 

健
夫
、
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ

ジ
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社
、
大
嶋
勲
夫 

三
重
（
４
／
２
３
）
加
藤
一
子
、
加
藤
信
子
、

竹
尾
博
光
、
平
井
晴
弘 

  

 

新
入
会
（
法
人
） 

宮
川
工
業 

株
式
会
社(

岐
阜
県
関
市) 

有
限
会
社 

エ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ(

岐
阜
県
飛
騨
市) 

  

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

大
嶋
雅
樹(

豊
田
市) 

有
限
会
社 

都
築
仏
壇
店(

額
田
郡
幸
田
町) 

安
成
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

豊
田
市
文
化
振
興
財
団(

豊
田
市) 

松
石
裕
就(

名
古
屋
市) 

 

オ
イ
ス
カ
に
入
会
し
た 

２
０
年
前
の
思
い
出 

 
 

 
 

刈
谷
推
協
副
会
長 

沼
田 

昭
雄 

 

５
月
８
日
開
催
の
愛
知
県
支
部
総
会
で
、
会

員
２
０
年
の
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
場
で
は
一
言
も
お
話
す
る
こ
と
が
、
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
帰
り
の
車
の
中
で
２
０
年
前

の
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。 

 
 

あ
る
日
、（
株
）
淺
野
機
械
工
業
所
の
先
代
社

長
か
ら
中
野
総
裁
の
講
演
録
「
世
界
の
中
の
日

本
の
未
来
（
日
本
は
こ
れ
で
い
い
の
か
）
」
の
コ

ピ
ー
を
い
た
だ
き
、
大
い
に
感
動
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
オ
イ
ス
カ
に
入
会
し
た
動
機
で
す
。 

 
 

入
会
し
た
そ
の
年
に
、
オ
イ
ス
カ
創
立
４
０

周
年
記
念
行
事
が
東
京
両
国
の
国
技
館
で
開
催

さ
れ
、
刈
谷
推
協
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

村
松
さ
ん
の
引
率
で
前
日
は
、
浅
草
の
吾
妻
橋

か
ら
貸
し
切
り
屋
形
船
で
食
事
し
な
が
ら
、
隅

田
川
を
遊
覧
し
翌
日
は
浅
草
仲
見
世
巡
り
を
し

て
、
昼
食
に
は
ド
ジ
ョ
ウ
料
理
「
柳
川
鍋
」
を

始
め
て
食
し
た
こ
と
な
ど
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
午
後
２
時
か
ら
記
念
行
事
に
参
加
し

ま
し
た
。
記
念
行
事
で
は
、
小
泉
内
閣
の
福
田

康
夫
官
房
長
官
の
ご
挨
拶
、
紀
宮
様
の
お
言
葉

が
あ
り
、
俳
優
赤
井
英
和
さ
ん
が
「
子
供
の
森

計
画
」
の
親
善
大
使
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
南
果
歩
さ
ん

の
本
の
朗
読
や
キ
ロ
ロ
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

２
０
０
１
年
は
本
当
に
思
い
出
に
残
る
年
で

し
た
。 

更
新
会
員
名
簿
（
１
２
２
／
８
０
７
） 

 

安
城
（
３
／
７
５
）
彰
秀
企
業 

株
式
会
社
、

石
川
美
津
枝
、
杉
浦 

保 

岡
崎
（
１
／
３
０
）
明
保
澄
雄 

奥
三
河
（
２
／
７
）
横
山
光
明
、
加
藤 

悟 

刈
谷
（
１
／
４
４
）
沼
田
昭
雄 

豊
田
（
５
３
／
２
３
７
）
酒
向
淳
治
、
筑
田
明

生
、
中
村
仁
美
、
稲
垣 

一
、
横
井
芳
典
、
有

限
会
社 

ワ
イ
ル
ド
グ
ー
ス
、
有
限
会
社 

小
池

牧
場
、
伊
藤
晋
治
、
有
限
会
社 

豊
勝
硝
子
店
、

安
東
幸
太
郎
、
安
東
麗
子
、
コ
ン
ド
ー
産
業 

株

式
会
社
、
豊
安
工
業 

株
式
会
社
、
鈴
木
康
予
、

近
藤
將
喬
、
市
村
直
生
、
小
杉
辰
雄
、
光
岡
保

之
、
加
藤
み
つ
子
、
金
丸
善
一
郎
、
高
濱
耀
圭

美
、
小
嶋
則
志
、
大
嶋
雅
樹
、
板
倉
正
道
、
谷

澤 
肱
、
加
藤
美
由
紀
、
ス
タ
ー
ラ
イ
フ 

株
式

会
社
、
窪
谷
千
代
美
、
光
岡
幸
子
、
清
水
孝
紀
、

大
下
華
枝
、
大
下
華
枝
、
打
田
和
治
、
株
式
会

社 

天
狗
堂
、
和
合
精
機 

株
式
会
社
、
株
式
会

社 

三
重
設
計
、
古
本
伸
一
郎
後
援
会
、
門
池

千
尋
、
株
式
会
社 
遊
都
、
都
筑
益
惠
、
株
式

会
社 

豊
田
エ
イ
タ
ツ
、
深
津
由
子
、
藤
澤
美

香
、
稲
垣
鉄
夫
、
福
田
香
緒
里
、
西
栄
工
業 

株

式
会
社
、
倉
橋
靖
俊
、
豊
田
信
用
金
庫
、
株
式

会
社 

キ
ョ
ウ
エ
イ
フ
ァ
イ
ン
、
長
谷
川
恒
美
、

梅
村
清
春
、
三
宅 

学
、
天
野
貴
章
、 

名
古
屋
（
２
９
／
６
９
）
株
式
会
社 

代
輝
、

株
式
会
社 

山
田
商
会
、
株
式
会
社 

朋
優
、

児
玉
学
税
理
士
事
務
所
、
神
野
重
行
、
工
業

化
成 

株
式
会
社
、
長
瀬 

諭
、
南
舘
法
律
事

務
所
、
神
野
幸
代
、
飯
田
園
子
、
佐
貫
将

吉
、
長
谷
川
幸
一
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ビ
ル 

株

式
会
社
、
近
藤
産
興 

株
式
会
社
、
東
菱
電
子 

株
式
会
社
、
ホ
ク
ト
商
事 

株
式
会
社
、
名
古

屋
ト
ヨ
ペ
ッ
ト 

株
式
会
社
、
浪
速
金
液 

株

式
会
社
、
岡
谷
鋼
機 

株
式
会
社
、 

 


